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市議会だよりのアンケート結果・・・・Ｐ10
一般質問の詳しい内容は、伊賀市ホームページの市議会・会議録検索システ
ムからご覧いただくことができます。また、伊賀市議会だよりもＰＤＦ版で
ご覧いただくこともできます。

伊賀市議会へのご意見やご感想をお寄せください。詳しくは議会事務局まで　TEL 22－9687（直通）

伊賀市議会基本条例（案）にかかる住民説明会

市議会・市議会だよりに関するアンケート結果を報告します。
　6月１日号、９月１日号の２回にわたり市民の皆様により親しまれる内容にするためのアンケート調査にご
理解とご協力をいただきありがとうございました。ご回答いただきましたご意見、ご要望等に対し早い発行、
一般質問項目の分類整理、議案等の審議結果、今号より取り組みました。そして、今後も市民のご意見を賜り
ながら市議会・広報委員会で取り組んでまいります。また、ご意見を多数いただきましたが紙面の関係ですべ
てを掲載できませんことご了承賜りますようお願い申し上げます。

● 市議会だよりについてお尋ねいたします。

● 表紙や読みやすさについてお尋ねいたします。

変えたほうがいい　具体的に（34中より）
①簡素化した内容　　②報告事項だけでなく今後の予定も　　③早い発行　
④一般質問項目がバラバラ。財政、建設、福祉、教育、環境など分類整理を望む。Ｑ、はもっと簡単明瞭に。議員間でト
ーンが異なる。まわりくどい説明は要らない。
⑤QよりＡをもっと具体的に市民が理解できるように。

①議会言葉の解説　８　　②議会に対する市民の声　47　　③常任委員会の視察報告　32　
④議会で取り組んでいること　82
その他具体的に（7中より）
①図解　②各地域の具体的な取り組み行事の掲載　③市民から要望を聞き、その回答をするページが必要ではないか
④常任委員会の検討事項の途中経過、議会内の問題点など

①目を通すが覚えていない。訴えたいポイントを一目でわかるようにすべき。
②疑問に思ったことを聞く、気軽な窓口を作ってほしいと思います。議員と語る会の意見交換の場はこれからも持ってほ
しいと思いますが、自治協議会の人達ばかりではなく、対話する層を考えてほしい。
③議会の勉強会や研修会等の成果、先進的な考えや計画、企画等
④伊賀市になって議会と市民の間が遠くなったように思う。市政に対する住民の声はかなり厳しいものがあるが、議会だ
よりからはそういったものはあまり感じられない。広く市民の声を聞き、本誌に掲載されたい。
⑤もっと分かりやすく、字を大きくしてもらいたい。今回は読みづらい（字が見にくい）。
⑥市町村合併による到達目標に対して議員の努力による達成度を報告してほしい。良かった点（市民にとってプラスにな
った点）、マイナス点を市民に知らせてほしい。
⑦常任委員会、特別委員会での審議テーマ状況を知りたい。委員長最終報告だけでは分かりにくい。平素からの経過説明
も分かると良い。市広報が月２回発行となったことは良い事と評価している。比べて、議会だよりは定例議会の結果だ
けではなく、全協などをはじめ、平常時、平素の生の姿をタイムリーに出してほしい。毎月くらいに。

● 議会だよりでどのようなことをお知りになりたいですか。（複数回答あり）

● あなたの現在の伊賀市議会議員に対しての満足度は

ア ン ケ ー ト 集 計 ※アンケート回収部数　139部

検討を行ってきました議会基本条例（案）の住民説明会を次のとおり開催します。
お越しいただき、ご意見をお聞かせください。 議会のあり方検討委員会

日　　時 会　　場 収容人数
11月11日（土）

11月13日（月）

11月17日（金）

11月21日（火）

11月24日（金）

11月25日（土）

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

ふるさと会館いが小ホール

阿山保健福祉センターホール

島ヶ原会館

青山福祉センター教養娯楽室

大山田産業振興センターどんぐりホール

ゆめぽりすセンター大会議室

100名

200名

150名

100名

120名

160名

①毎回読んでいる　92 ②年1～2回読んでいる　39

③見たことはあるが読んだことはない　7

①このままでいい　89 ②変えたほうがいい　34
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■　原案認定されたもの
議案第122号　平成17年度三重県伊賀市一般会計歳入歳出決算の認
定について� < 賛成多数 >

議案第123号　平成17年度三重県伊賀市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について� < 賛成多数 >

議案第124号　平成17年度三重県伊賀市簡易水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第125号　平成17年度三重県伊賀市住宅新築資金等貸付特別会
計歳入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第126号　平成17年度三重県伊賀市駐車場事業特別会計歳入歳
出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第127号　平成17年度三重県伊賀市老人保健特別会計歳入歳出
の認定について� < 全会一致 >

議案第128号　平成17年度三重県伊賀市介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 賛成多数 >

議案第129号　平成17年度三重県伊賀市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第130号　平成17年度三重県伊賀市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第131号　平成17年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計歳入歳
出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第132号　平成17年度三重県伊賀市サービスエリア特別会計歳
入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第133号　平成17年度三重県伊賀市島ヶ原財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第134号　平成17年度三重県伊賀市大山田財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第135号　平成17年度三重県伊賀市病院事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >

議案第136号　平成17年度三重県伊賀市水道事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >

議案第137号　平成17年度三重県伊賀市伊賀下水道事業会計決算の
認定について� < 全会一致 >

議案第138号　平成17年度三重県伊賀市製材事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >

■　原案可決されたもの
議案第139号　平成18年度三重県伊賀市一般会計補正予算（第１号）�
� < 賛成多数 >
議案第140号　平成18年度三重県伊賀市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第141号　平成18年度三重県伊賀市簡易水道事業特別会計補正
予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第142号　平成18年度三重県伊賀市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第143号　平成18年度三重県伊賀市病院事業会計補正予算（第
１号）� < 全会一致 >

議案第144号　平成18年度三重県伊賀市水道事業会計補正予算（第
１号）� < 全会一致 >

議案第145号　辺地に係る総合整備計画について� < 全会一致 >
　　青山・大山田支所管内の6地区における道路、簡易水道施設、消
防施設、通信施設等の公共的施設について、平成18年度から22年
度までの5ヵ年の総合整備計画を作成しようとするもの。

議案第146号　消防組織法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について� < 全会一致 >

　　消防組織法の一部改正より本条例を改正するもの。
議案第147号　健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について� < 賛成多数 >

　　出産育児一時金の支給額を35万円に改めること等所要の改正を
行うもの。

議案第148号　伊賀市児童館設置条例の一部改正について
� < 全会一致 >
　　「母親クラブ」を一般的に使用されている団体名称の「保護者
会」に改める他、館の名称及び字句の訂正等を行うもの。

議案第149号　伊賀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改
正について� < 賛成多数 >

　　旧青山町の区域を除き、一般廃棄物取扱手数料に可燃ごみを加
え、指定ごみ袋を義務付けること等を規定するもの。

議案第150号　伊賀市農林関係土木事業分担金徴収条例の一部改正
について� <全会一致 >

　　県の要綱の改正、要領の制定に伴い、本条例の別表を変更、追
加を行い、新設の「農村集落機能強化支援事業」の分担金徴収率
は、既存の県単土地基盤整備事業と同率とするもの。

議案第151号　指定管理者の指定について� < 全会一致 >
　　中瀬放課後児童クラブ「ネバーランド」について社会福祉法人
伊賀市社会事業協会を指定管理者に指定するもの。

発議第11号　道路整備の財源を求める意見書（案）の提出について
� < 賛成多数 >
発議第12号　療養病棟の廃止・削減計画の中止と患者負担増の中止
等を求める意見書（案）の提出について� < 賛成多数 >

発議第13号　飲酒運転撲滅を宣言する決議（案）について
� < 全会一致 >
発議第14号　義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１へ
の復元を求める意見書（案）の提出について� < 全会一致 >

発議第15号　30人学級を柱にした義務制、高校次期定数改善計画の
策定、教育予算拡充を求める意見書（案）の提出について

� < 全会一致 >
発議第16号　「学校安全法」（仮称）の策定をはじめとする総合的
な学校の安全対策を求める意見書（案）の提出について

� < 全会一致 >
■　原案否決されたもの
発議第10号　伊賀市議会政務調査費の交付に関する条例を廃止する
条例の制定について� < 賛成少数 >
■　原案同意されたもの
議案第152号　人権擁護委員候補者の推薦について� < 全会一致 >
議決を経て、岡島宏平氏(伊賀市小杉)が同意されました。
■　了承されたもの
報告第21号　継続費の精算報告について

請　願
採択されたもの

請願第16号　「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１
への復元」を求めることについて　

請願第17号　「30人学級を柱にした義務制、高校次期定数改善計画
の策定、義務教育予算拡充」を求めることについて　

請願第18号　「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合
的な学校の安全対策」を求めることについて　　　　　　

請願第19号　青山地区における乳幼児健診の改善を求めることにつ
いて

9月定例会議案等の審議結果

12月05日(火)　本会議　開会
12月11日(月)　本会議　一般質問�
12月12日(火)　本会議　一般質問�
12月13日(水)　本会議　一般質問�
12月14日(木)　本会議　一般質問�
12月15日(金)　予算特別委員会�
12月18日(月)　常任委員会�
12月19日(火)　常任委員会�
12月22日(金)　本会議　閉会

※本会議は市役所２階市議会議場で、委員会は２階市議
会委員会室で開催されます。�
※時間は、いずれも午前10時から開催の予定です。
※変更される場合もありますので、ご確認ください。

お問い合わせ：伊賀市議会事務局　電話　22‐9687

12月定例会の開催日程（予定）
12月定例会は、12月5日(火)から12月22(金) まで
の会期18日間の日程で開催の予定です。

伊賀市議会だより 2006.11.1

去る、9月に開催されました第5回伊賀市議会(定例会)では、一般質問が9月7日、8日、11
日、12日の4日間行われ、22名の議員により市の諸問題についての質問がありました。

質問を行った議員
勝矢　節義・森野　廣榮・本村幸四郎・森本　　勉・本城　善昭・桃井　隆子・岩田　佐俊
森　　正敏・奥　　邦雄・中本　徳子・森永　勝二・田山　宏弥・宮崎　由隆・山岡　耕道
馬場登代光・木津　直樹・英　　成樹・森岡　昭二・今井　由輝・葛原　香積・前川　款昭
前田　孝也
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お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、
三
重
県
、

Ｊ
Ａ
の
方
々
に
、
経
営
安
定
所
得
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

圃
場
整
備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
扱
い
、
中
山
間
直
接
支
払
助

成
を
受
け
て
い
る
地
域
の
助
成
、
地
域
内
で
の
認
定
農
業
、
集

落
営
農
等
の
生
産
調
整
な
ど
、
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
19
年
産
か
ら
は
、
元
気
あ
る
担
い
手
と
魅
力
あ
る
集
落
づ
く

り
を
限
定
と
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
に
転
換
さ
れ
ま
す
。
国
・
県
か
ら
示
さ
れ
て
く
る
補

助
金
に
、
市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
３
法
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
の
目
的
で
、
７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
と
大
店
法
で
は
、
①
都
市
機
能
の
市
街

地
集
約
と
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
回
復
の
た
め
の
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
重
要
性
、
②
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

の
法
制
化
と
調
整
機
能
、
③
都
市
機
能
増
進
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
重
要
性
、
ま
た
、
都
市
計
画
法
の
改
正
で
は
、
大

規
模
集
客
施
設
、
病
院
・
福
祉
施
設
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
の
公

共
公
益
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
立
地
の
確
保
に
資
す
る

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
は
市
町
村
に
対
し
て
ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
と
周
辺
部
の
区
域
区
分
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
、
一
般
論
と
し
て
県
の
役
割
は
な
い
が
、
協

議
会
設
立
の
た
め
の
会
議
な
ど
各
種
会
議
に
は
、
金
銭
的
及
び

人
的
支
援
を
し
て
い
る
。
伊
賀
だ
け
で
な
く
、
区
域
区
分
を
持

つ
市
・
町
と
、
持
た
な
い
市
・
町
が
合
併
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
整
理
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
土

地
利
用
の
適
正
な
あ
り
方
と
い
う
意
味
で
、
本
年
度
も
引
き
続

き
検
討
し
一
定
の
方
向
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
①
公
共
下
水
道
事

業
、
②
農
業
集
落
排
水
事
業
、
③
市
町
村
型
合
併
浄
化
槽
事
業
、

④
川
上
ダ
ム
建
設
の
進
捗
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
、
整
備
計
画

及
び
事
業
内
容
等
、
当
局
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
全
体
の
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

旧
市
町
村
の
整
備
計
画
数
78
処
理
区
を
、
公
共
下
水
道
事
業
３

地
区
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
６
地
区
、
農
業
集
落

排
水
事
業
37
処
理
区
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
２
処
理
区

の
48
処
理
区
に
統
合
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
上
野
処
理
区
の
処
理
場
建
設
予
定

地
の
地
元
同
意
及
び
交
渉
の
状
況
、
合
併
浄
化
槽
事
業
で
は
、

維
持
管
理
費
の
、
他
処
理
方
法
と
の
比
較
、
川
上
ダ
ム
建
設
で

は
、
渡
り
鳥
「
サ
シ
バ
」
の
営
巣
に
よ
る
影
響
、
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
下
水
道
事
業
に
お
け
る
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
多

方
面
か
ら
調
査
、
研
究
を
す
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
閉
会
中
の
７
月
20
日
、
伊
賀
南
部
新
清
掃
工
場
に

か
か
る
造
成
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

造
成
工
事
中
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
委
員
会
と
し
て
は
、

立
派
な
施
設
が
工
期
内
に
完
成
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

　
同
日
、
人
権
同
和
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
隣
保
館
事
業
を
行

っ
て
い
る
茨
木
市
の
総
持
寺
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
へ

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
校
区
全
域

を
対
象
に
福
祉
支
援
事
業
、
さ
ら
に
解
放
同
盟
の
地
域
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
を
密
に
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
同
和
地
区
外
か
ら
の
参
加
が
95
％
強
と
多
く
、
隣
保

館
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ま

た
、
同
和
地
区
の
施
設
か
ら
校
区
全
域
の
施
設
へ
、
と
の
考
え

の
も
と
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
周
辺
住
民
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
す
る
と
し
た
伊
賀
市
が
目
指
す
隣
保
館
の
姿
で
あ
り
、
委

員
会
と
し
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
参
考
に
さ
れ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
隣
保
館
運
営
に
向
け
、
努
力
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

特別委員会報告
少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

交
通
対
策
特
別
委
員
会

農
林
業
活
性
化
特
別
委
員
会

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

川
上
ダ
ム
・
下
水
道
対
策
特
別
委
員
会

人
権
同
和
・
環
境
対
策
特
別
委
員
会
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議
案
第
百
四
十
五
号�

　
『
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
』�

　
本
案
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
の
間
、
青
山
支
所
管
内
の
下
高
尾
地
区
及
び
奥

鹿
野
地
区
、
大
山
田
支
所
管
内
の
坂
下
地
区
、
中
馬
野
地
区
、
奥
馬
野
地
区
及
び
上
阿
波
地

区
内
に
お
い
て
、
道
路
、
簡
易
水
道
施
設
、
消
防
施
設
、
通
信
施
設
な
ど
の
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
整
備
に
関
す
る
総
合
整
備
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
元
利
償
還
金
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
有
利
な
条
件
の
辺
地
対
策
事
業

債
を
借
り
入
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
辺
地
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
当
該
地
か
ら
学
校
や
病
院
、
郵
便
局
な
ど
主
な
公
共
施
設
ま
で
の
距
離

が
点
数
と
な
り
、
鉄
道
、
バ
ス
の
往
復
回
数
な
ど
が
加
算
さ
れ
、
辺
地
度
数
が
100
点
を
越

え
る
と
辺
地
と
認
定
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
百
四
十
九
号

　
『
伊
賀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

議
案
第
百
五
十
号

　
『
伊
賀
市
農
林
関
係
土
木
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

付
託
　
議
案
二
件

付
託
　
議
案
四
件

　
　
　
請
願
四
件

付
託
　
議
案
一
件

　
本
案
は
、
県
の
農
水
商
工
部
関
係
補
助
金
等
交
付
要
綱
の
改
正
、
及
び
、
農
村
集
落
機

能
強
化
支
援
事
業
実
施
要
領
の
制
定
に
伴
い
、
条
例
の
別
表
の
変
更
、
追
加
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
新
設
さ
れ
た
「
農
村
集
落
機
能
強
化
支
援
事
業
」
の
分
担
金
徴

収
の
率
は
、
既
存
の
県
単
独
土
地
基
盤
整
備
事
業
と
事
業
内
容
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
率
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
、
新
設
さ
れ
た
農
村
集
落
機
能
強
化
支
援
事
業
の
内
容
や
事
業
採
択
の

優
先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
当
該
支
援
事
業
は
県
全
体
の
予
算
枠
で
約
３
千
万
円
、
補
助
金
額
が

百
万
円
以
上
の
事
業
で
、
市
、
ま
た
は
、
土
地
改
良
区
が
事
業
主
体
の
事
業
に
対
し
て

助
成
さ
れ
、
ま
た
、
集
落
の
営
農
組
織
、
調
整
機
能
が
よ
り
確
立
さ
れ
て
い
る
地
域
が

優
先
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
旧
青
山
町
の
区
域
を
除
き
、
一
般
廃
棄
物
取
扱
手
数
料
に
可
燃
ご
み
を
加
え
、

指
定
ご
み
袋
を
義
務
付
け
る
こ
と
等
を
規
定
し
、
併
せ
て
他
の
関
係
法
令
と
字
句
を
整
合
さ

せ
る
た
め
の
所
要
の
改
正
を
行
い
、
附
則
に
お
い
て
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
限
り
、
可
燃

ご
み
シ
ー
ル
の
貼
付
す
る
こ
と
で
従
来
の
ご
み
袋
が
使
用
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
来

年
１
月
１
日
か
ら
可
燃
ご
み
を
対
象
に
指
定
ご
み
袋
の
有
料
化
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
、
青
山
地
区
を
対
象
か
ら
除
く
期
間
は
ど

れ
く
ら
い
か
、
ゴ
ミ
袋
の
金
額
設
定
中
手
数
料
以
外
の
金

額
の
使
途
は
、
45
リ
ッ
ト
ル
袋
以
上
の
サ
イ
ズ
設
定
を
す

る
予
定
は
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
青
山
地
区
に
つ
い
て
は
伊
賀
南
部
環
境

衛
生
組
合
が
存
続
す
る
限
り
同
組
合
で
収
集
処
理
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
ご
み
処
理
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
の

で
一
部
補
充
と
、
不
法
投
棄
の
処
理
経
費
に
も
併
せ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
減
量
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
、
45
リ
ッ
ト
ル
袋
以
上
に
つ
い
て
は
採
用
し
な

い
と
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各常任委員会では、第５回定例会において付託された
議案７件、請願４件について審査を行いました。主な
ものは、次のとおりです。

平成17年度一般会計ほか
各特別会計決算を認定

（平成17年4月1日から平成18年3月31日までに係る分）

事務事業の見直しや経費の節減・合理化を図り、「ひとが輝く地
域が輝く」伊賀市の実現に向け、一層の努力を要望し認定

各会計の収支決算額 ※翌年度へ繰越すべき財源を含む

会　計　名 歳　入 歳　出
歳入歳出
差引残額

一 般 会 計 41,646,461 40,708,066 938,395

国民健康保険事業 8,210,578 8,145,540 65,038

簡 易 水 道 事 業 2,542,946 2,255,964 286,982

住宅新築資金等貸付 143,701 218,086 △74,385

駐 車 場 事 業 59,865 59,768 97

老 人 保 健 9,608,456 9,652,353 △43,897

介 護 保 険 事 業 6,114,160 6,109,556 4,604

農業集落排水事業 1,130,437 1,105,159 25,278

公 共 下 水 道 事 業 754,508 732,019 22,489

浄 化 槽 事 業 55,126 53,462 1,664

サ ー ビ ス エ リ ア 13,368 9,467 3,901

島 ヶ 原 財 産 区 38,144 36,785 1,359

大 山 田 財 産 区 6,429 4,771 1,658

特

別

会

計

（単位：千円）
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伊賀市議会だより 2006.11.1伊賀市議会だより 2006.11.1

議
案
第
百
四
十
五
号�

　
『
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
』�

　
本
案
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
の
間
、
青
山
支
所
管
内
の
下
高
尾
地
区
及
び
奥

鹿
野
地
区
、
大
山
田
支
所
管
内
の
坂
下
地
区
、
中
馬
野
地
区
、
奥
馬
野
地
区
及
び
上
阿
波
地

区
内
に
お
い
て
、
道
路
、
簡
易
水
道
施
設
、
消
防
施
設
、
通
信
施
設
な
ど
の
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
整
備
に
関
す
る
総
合
整
備
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
元
利
償
還
金
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
有
利
な
条
件
の
辺
地
対
策
事
業

債
を
借
り
入
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
辺
地
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
当
該
地
か
ら
学
校
や
病
院
、
郵
便
局
な
ど
主
な
公
共
施
設
ま
で
の
距
離

が
点
数
と
な
り
、
鉄
道
、
バ
ス
の
往
復
回
数
な
ど
が
加
算
さ
れ
、
辺
地
度
数
が
100
点
を
越

え
る
と
辺
地
と
認
定
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
百
四
十
九
号

　
『
伊
賀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

議
案
第
百
五
十
号

　
『
伊
賀
市
農
林
関
係
土
木
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

付
託
　
議
案
二
件

付
託
　
議
案
四
件

　
　
　
請
願
四
件

付
託
　
議
案
一
件

　
本
案
は
、
県
の
農
水
商
工
部
関
係
補
助
金
等
交
付
要
綱
の
改
正
、
及
び
、
農
村
集
落
機

能
強
化
支
援
事
業
実
施
要
領
の
制
定
に
伴
い
、
条
例
の
別
表
の
変
更
、
追
加
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
新
設
さ
れ
た
「
農
村
集
落
機
能
強
化
支
援
事
業
」
の
分
担
金
徴

収
の
率
は
、
既
存
の
県
単
独
土
地
基
盤
整
備
事
業
と
事
業
内
容
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
率
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
、
新
設
さ
れ
た
農
村
集
落
機
能
強
化
支
援
事
業
の
内
容
や
事
業
採
択
の

優
先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
当
該
支
援
事
業
は
県
全
体
の
予
算
枠
で
約
３
千
万
円
、
補
助
金
額
が

百
万
円
以
上
の
事
業
で
、
市
、
ま
た
は
、
土
地
改
良
区
が
事
業
主
体
の
事
業
に
対
し
て

助
成
さ
れ
、
ま
た
、
集
落
の
営
農
組
織
、
調
整
機
能
が
よ
り
確
立
さ
れ
て
い
る
地
域
が

優
先
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
旧
青
山
町
の
区
域
を
除
き
、
一
般
廃
棄
物
取
扱
手
数
料
に
可
燃
ご
み
を
加
え
、

指
定
ご
み
袋
を
義
務
付
け
る
こ
と
等
を
規
定
し
、
併
せ
て
他
の
関
係
法
令
と
字
句
を
整
合
さ

せ
る
た
め
の
所
要
の
改
正
を
行
い
、
附
則
に
お
い
て
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
限
り
、
可
燃

ご
み
シ
ー
ル
の
貼
付
す
る
こ
と
で
従
来
の
ご
み
袋
が
使
用
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
来

年
１
月
１
日
か
ら
可
燃
ご
み
を
対
象
に
指
定
ご
み
袋
の
有
料
化
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

▽
　
委
員
か
ら
は
、
青
山
地
区
を
対
象
か
ら
除
く
期
間
は
ど

れ
く
ら
い
か
、
ゴ
ミ
袋
の
金
額
設
定
中
手
数
料
以
外
の
金

額
の
使
途
は
、
45
リ
ッ
ト
ル
袋
以
上
の
サ
イ
ズ
設
定
を
す

る
予
定
は
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
　
当
局
か
ら
は
、
青
山
地
区
に
つ
い
て
は
伊
賀
南
部
環
境

衛
生
組
合
が
存
続
す
る
限
り
同
組
合
で
収
集
処
理
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
ご
み
処
理
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
の

で
一
部
補
充
と
、
不
法
投
棄
の
処
理
経
費
に
も
併
せ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
減
量
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
、
45
リ
ッ
ト
ル
袋
以
上
に
つ
い
て
は
採
用
し
な

い
と
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各常任委員会では、第５回定例会において付託された
議案７件、請願４件について審査を行いました。主な
ものは、次のとおりです。

平成17年度一般会計ほか
各特別会計決算を認定

（平成17年4月1日から平成18年3月31日までに係る分）

事務事業の見直しや経費の節減・合理化を図り、「ひとが輝く地
域が輝く」伊賀市の実現に向け、一層の努力を要望し認定

各会計の収支決算額 ※翌年度へ繰越すべき財源を含む

会　計　名 歳　入 歳　出
歳入歳出
差引残額

一 般 会 計 41,646,461 40,708,066 938,395

国民健康保険事業 8,210,578 8,145,540 65,038

簡 易 水 道 事 業 2,542,946 2,255,964 286,982

住宅新築資金等貸付 143,701 218,086 △74,385

駐 車 場 事 業 59,865 59,768 97

老 人 保 健 9,608,456 9,652,353 △43,897

介 護 保 険 事 業 6,114,160 6,109,556 4,604

農業集落排水事業 1,130,437 1,105,159 25,278

公 共 下 水 道 事 業 754,508 732,019 22,489

浄 化 槽 事 業 55,126 53,462 1,664

サ ー ビ ス エ リ ア 13,368 9,467 3,901

島 ヶ 原 財 産 区 38,144 36,785 1,359

大 山 田 財 産 区 6,429 4,771 1,658

特

別

会

計

（単位：千円）
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少
子
化
対
策
分
科
会
を
７
月
25
日
に
開
催
し
、
各
委
員
よ
り

提
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
を
集
約
し
、
事
業
者
用
、
子

育
て
中
の
保
護
者
用
、
未
婚
者
用
へ
の
少
子
化
対
策
に
関
す
る

各
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
設
問
（
案
）
に
基
づ
き
委
員
や
執
行
部
と

共
に
協
議
の
上
、
設
問
内
容
の
修
正
や
配
布
方
法
等
に
つ
い
て
、

再
度
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
化

対
策
分
科
会
で
７
月
28
日
に
市
内
２
箇
所
の
特
別
養
護
老
人
福

祉
施
設
を
訪
問
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
現
状
、
施

設
の
経
営
、
運
営
状
況
、
待
機
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
会
を
行
い
、
併
せ
て
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
に
少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
両

分
科
会
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、
協
議
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
７
月
５
日
と
８
月
４
日
の
２
回
開
催
し
、
交

通
の
不
便
地
区
に
つ
い
て
各
委
員
が
地
元
地
区
を
中
心
に
調
査

を
し
て
、
バ
ス
の
運
行
希
望
路
線
を
考
え
た
結
果
を
も
と
に
審

議
し
ま
し
た
。

　
委
員
に
よ
る
交
通
不
便
地
区
を
解
消
す
る
た
め
の
バ
ス
運
行

希
望
路
線
の
総
距
離
数
は
１
１
５
ｋ
ｍ
に
及
び
、
希
望
停
留
所

に
つ
い
て
は
85
ヶ
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
と
し
て
は
、
通
学
や
高
齢
者
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
効
率
的
な
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
路
線
を
増
や
さ
ず
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
運
行
時
刻

を
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
鉄
道
と
バ
ス
と
の
競

合
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
も
あ
る
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
調
査
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
更
に
検
討

を
重
ね
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
７
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
以
降

の
水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
政
府
の
農
業
政
策
と
し
て
の
方
針
・
大
綱
が
示
さ
れ
、
水
田

農
業
で
は
、
諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
の
是
正
の
た
め
の
対

策
と
し
て
、
担
い
手
と
し
て
の
認
定
農
業
者
、
又
集
落
営
農
に

よ
る
特
定
農
業
団
体
（
法
人
）
の
方
向
で
対
応
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、
三
重
県
、

Ｊ
Ａ
の
方
々
に
、
経
営
安
定
所
得
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

圃
場
整
備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
扱
い
、
中
山
間
直
接
支
払
助

成
を
受
け
て
い
る
地
域
の
助
成
、
地
域
内
で
の
認
定
農
業
、
集

落
営
農
等
の
生
産
調
整
な
ど
、
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
19
年
産
か
ら
は
、
元
気
あ
る
担
い
手
と
魅
力
あ
る
集
落
づ
く

り
を
限
定
と
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
に
転
換
さ
れ
ま
す
。
国
・
県
か
ら
示
さ
れ
て
く
る
補

助
金
に
、
市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
３
法
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
の
目
的
で
、
７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
と
大
店
法
で
は
、
①
都
市
機
能
の
市
街

地
集
約
と
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
回
復
の
た
め
の
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
重
要
性
、
②
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

の
法
制
化
と
調
整
機
能
、
③
都
市
機
能
増
進
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
重
要
性
、
ま
た
、
都
市
計
画
法
の
改
正
で
は
、
大

規
模
集
客
施
設
、
病
院
・
福
祉
施
設
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
の
公

共
公
益
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
立
地
の
確
保
に
資
す
る

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
は
市
町
村
に
対
し
て
ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
と
周
辺
部
の
区
域
区
分
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
、
一
般
論
と
し
て
県
の
役
割
は
な
い
が
、
協

議
会
設
立
の
た
め
の
会
議
な
ど
各
種
会
議
に
は
、
金
銭
的
及
び

人
的
支
援
を
し
て
い
る
。
伊
賀
だ
け
で
な
く
、
区
域
区
分
を
持

つ
市
・
町
と
、
持
た
な
い
市
・
町
が
合
併
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
整
理
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
土

地
利
用
の
適
正
な
あ
り
方
と
い
う
意
味
で
、
本
年
度
も
引
き
続

き
検
討
し
一
定
の
方
向
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
①
公
共
下
水
道
事

業
、
②
農
業
集
落
排
水
事
業
、
③
市
町
村
型
合
併
浄
化
槽
事
業
、

④
川
上
ダ
ム
建
設
の
進
捗
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
、
整
備
計
画

及
び
事
業
内
容
等
、
当
局
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
全
体
の
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

旧
市
町
村
の
整
備
計
画
数
78
処
理
区
を
、
公
共
下
水
道
事
業
３

地
区
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
６
地
区
、
農
業
集
落

排
水
事
業
37
処
理
区
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
２
処
理
区

の
48
処
理
区
に
統
合
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
上
野
処
理
区
の
処
理
場
建
設
予
定

地
の
地
元
同
意
及
び
交
渉
の
状
況
、
合
併
浄
化
槽
事
業
で
は
、

維
持
管
理
費
の
、
他
処
理
方
法
と
の
比
較
、
川
上
ダ
ム
建
設
で

は
、
渡
り
鳥
「
サ
シ
バ
」
の
営
巣
に
よ
る
影
響
、
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
下
水
道
事
業
に
お
け
る
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
多

方
面
か
ら
調
査
、
研
究
を
す
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
閉
会
中
の
７
月
20
日
、
伊
賀
南
部
新
清
掃
工
場
に

か
か
る
造
成
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

造
成
工
事
中
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
委
員
会
と
し
て
は
、

立
派
な
施
設
が
工
期
内
に
完
成
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

　
同
日
、
人
権
同
和
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
隣
保
館
事
業
を
行

っ
て
い
る
茨
木
市
の
総
持
寺
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
へ

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
校
区
全
域

を
対
象
に
福
祉
支
援
事
業
、
さ
ら
に
解
放
同
盟
の
地
域
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
を
密
に
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
同
和
地
区
外
か
ら
の
参
加
が
95
％
強
と
多
く
、
隣
保

館
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ま

た
、
同
和
地
区
の
施
設
か
ら
校
区
全
域
の
施
設
へ
、
と
の
考
え

の
も
と
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
周
辺
住
民
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
す
る
と
し
た
伊
賀
市
が
目
指
す
隣
保
館
の
姿
で
あ
り
、
委

員
会
と
し
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
参
考
に
さ
れ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
隣
保
館
運
営
に
向
け
、
努
力
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

特別委員会報告
少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

交
通
対
策
特
別
委
員
会

農
林
業
活
性
化
特
別
委
員
会

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

川
上
ダ
ム
・
下
水
道
対
策
特
別
委
員
会

人
権
同
和
・
環
境
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■　原案認定されたもの
議案第122号　平成17年度三重県伊賀市一般会計歳入歳出決算の認
定について� < 賛成多数 >

議案第123号　平成17年度三重県伊賀市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について� < 賛成多数 >

議案第124号　平成17年度三重県伊賀市簡易水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第125号　平成17年度三重県伊賀市住宅新築資金等貸付特別会
計歳入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第126号　平成17年度三重県伊賀市駐車場事業特別会計歳入歳
出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第127号　平成17年度三重県伊賀市老人保健特別会計歳入歳出
の認定について� < 全会一致 >

議案第128号　平成17年度三重県伊賀市介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 賛成多数 >

議案第129号　平成17年度三重県伊賀市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第130号　平成17年度三重県伊賀市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第131号　平成17年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計歳入歳
出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第132号　平成17年度三重県伊賀市サービスエリア特別会計歳
入歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第133号　平成17年度三重県伊賀市島ヶ原財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第134号　平成17年度三重県伊賀市大山田財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について� < 全会一致 >

議案第135号　平成17年度三重県伊賀市病院事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >

議案第136号　平成17年度三重県伊賀市水道事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >

議案第137号　平成17年度三重県伊賀市伊賀下水道事業会計決算の
認定について� < 全会一致 >

議案第138号　平成17年度三重県伊賀市製材事業会計決算の認定に
ついて� < 全会一致 >
■　原案可決されたもの
議案第139号　平成18年度三重県伊賀市一般会計補正予算（第１号）�
� < 賛成多数 >
議案第140号　平成18年度三重県伊賀市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第141号　平成18年度三重県伊賀市簡易水道事業特別会計補正
予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第142号　平成18年度三重県伊賀市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号）� < 全会一致 >

議案第143号　平成18年度三重県伊賀市病院事業会計補正予算（第
１号）� < 全会一致 >

議案第144号　平成18年度三重県伊賀市水道事業会計補正予算（第
１号）� < 全会一致 >

議案第145号　辺地に係る総合整備計画について� < 全会一致 >
　　青山・大山田支所管内の6地区における道路、簡易水道施設、消
防施設、通信施設等の公共的施設について、平成18年度から22年
度までの5ヵ年の総合整備計画を作成しようとするもの。

議案第146号　消防組織法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について� < 全会一致 >

　　消防組織法の一部改正より本条例を改正するもの。
議案第147号　健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について� < 賛成多数 >

　　出産育児一時金の支給額を35万円に改めること等所要の改正を
行うもの。

議案第148号　伊賀市児童館設置条例の一部改正について
� < 全会一致 >
　　「母親クラブ」を一般的に使用されている団体名称の「保護者
会」に改める他、館の名称及び字句の訂正等を行うもの。

議案第149号　伊賀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改
正について� < 賛成多数 >

　　旧青山町の区域を除き、一般廃棄物取扱手数料に可燃ごみを加
え、指定ごみ袋を義務付けること等を規定するもの。

議案第150号　伊賀市農林関係土木事業分担金徴収条例の一部改正
について� <全会一致 >

　　県の要綱の改正、要領の制定に伴い、本条例の別表を変更、追
加を行い、新設の「農村集落機能強化支援事業」の分担金徴収率
は、既存の県単土地基盤整備事業と同率とするもの。

議案第151号　指定管理者の指定について� < 全会一致 >
　　中瀬放課後児童クラブ「ネバーランド」について社会福祉法人
伊賀市社会事業協会を指定管理者に指定するもの。

発議第11号　道路整備の財源を求める意見書（案）の提出について
� < 賛成多数 >
発議第12号　療養病棟の廃止・削減計画の中止と患者負担増の中止
等を求める意見書（案）の提出について� < 賛成多数 >

発議第13号　飲酒運転撲滅を宣言する決議（案）について
� < 全会一致 >
発議第14号　義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１へ
の復元を求める意見書（案）の提出について� < 全会一致 >

発議第15号　30人学級を柱にした義務制、高校次期定数改善計画の
策定、教育予算拡充を求める意見書（案）の提出について

� < 全会一致 >
発議第16号　「学校安全法」（仮称）の策定をはじめとする総合的
な学校の安全対策を求める意見書（案）の提出について

� < 全会一致 >
■　原案否決されたもの
発議第10号　伊賀市議会政務調査費の交付に関する条例を廃止する
条例の制定について� < 賛成少数 >

■　原案同意されたもの
議案第152号　人権擁護委員候補者の推薦について� < 全会一致 >
議決を経て、岡島宏平氏(伊賀市小杉)が同意されました。
■　了承されたもの
報告第21号　継続費の精算報告について

請　願
採択されたもの

請願第16号　「義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２分の１
への復元」を求めることについて　

請願第17号　「30人学級を柱にした義務制、高校次期定数改善計画
の策定、義務教育予算拡充」を求めることについて　

請願第18号　「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合
的な学校の安全対策」を求めることについて　　　　　　

請願第19号　青山地区における乳幼児健診の改善を求めることにつ
いて

9月定例会議案等の審議結果

12月05日(火)　本会議　開会
12月11日(月)　本会議　一般質問�
12月12日(火)　本会議　一般質問�
12月13日(水)　本会議　一般質問�
12月14日(木)　本会議　一般質問�
12月15日(金)　予算特別委員会�
12月18日(月)　常任委員会�
12月19日(火)　常任委員会�
12月22日(金)　本会議　閉会

※本会議は市役所２階市議会議場で、委員会は２階市議
会委員会室で開催されます。�

※時間は、いずれも午前10時から開催の予定です。
※変更される場合もありますので、ご確認ください。

お問い合わせ：伊賀市議会事務局　電話　22‐9687

12月定例会の開催日程（予定）
12月定例会は、12月5日(火)から12月22(金) まで
の会期18日間の日程で開催の予定です。

伊賀市議会だより 2006.11.1

去る、9月に開催されました第5回伊賀市議会(定例会)では、一般質問が9月7日、8日、11
日、12日の4日間行われ、22名の議員により市の諸問題についての質問がありました。

質問を行った議員
勝矢　節義・森野　廣榮・本村幸四郎・森本　　勉・本城　善昭・桃井　隆子・岩田　佐俊
森　　正敏・奥　　邦雄・中本　徳子・森永　勝二・田山　宏弥・宮崎　由隆・山岡　耕道
馬場登代光・木津　直樹・英　　成樹・森岡　昭二・今井　由輝・葛原　香積・前川　款昭
前田　孝也
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伊賀市島ヶ原『島ヶ原温泉　やぶっちゃの湯』

緑溢れる木津川上流の山里で
　癒しのひとときを

発行／伊賀市議会　　編集／伊賀市議会広報委員会　　ホームページアドレス　http://www.city.iga.lg.jp/
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目　　次
一般質問・・・・・・・・・・・Ｐ２～Ｐ６

常任委員会付託案件審査・・・・・・・Ｐ７

特別委員会報告・・・・・・・・・・・Ｐ８

９月定例会議案等の審議結果・・・・・Ｐ９

市議会だよりのアンケート結果・・・・Ｐ10

伊賀市議会へのご意見やご感想をお寄せください。詳しくは議会事務局まで　TEL 22－9687（直通）

伊賀市議会基本条例（案）にかかる住民説明会

市議会・市議会だよりに関するアンケート結果を報告します。
　6月１日号、９月１日号の２回にわたり市民の皆様により親しまれる内容にするためのアンケート調査にご
理解とご協力をいただきありがとうございました。ご回答いただきましたご意見、ご要望等に対し早い発行、
一般質問項目の分類整理、議案等の審議結果、今号より取り組みました。そして、今後も市民のご意見を賜り
ながら市議会・広報委員会で取り組んでまいります。また、ご意見を多数いただきましたが紙面の関係ですべ
てを掲載できませんことご了承賜りますようお願い申し上げます。

● 市議会だよりについてお尋ねいたします。

● 表紙や読みやすさについてお尋ねいたします。

変えたほうがいい　具体的に（34中より）
①簡素化した内容　　②報告事項だけでなく今後の予定も　　③早い発行　
④一般質問項目がバラバラ。財政、建設、福祉、教育、環境など分類整理を望む。Ｑ、はもっと簡単明瞭に。議員間でト
ーンが異なる。まわりくどい説明は要らない。

⑤QよりＡをもっと具体的に市民が理解できるように。

①議会言葉の解説　８　　②議会に対する市民の声　47　　③常任委員会の視察報告　32　
④議会で取り組んでいること　82
その他具体的に（7中より）
①図解　②各地域の具体的な取り組み行事の掲載　③市民から要望を聞き、その回答をするページが必要ではないか
④常任委員会の検討事項の途中経過、議会内の問題点など

①目を通すが覚えていない。訴えたいポイントを一目でわかるようにすべき。
②疑問に思ったことを聞く、気軽な窓口を作ってほしいと思います。議員と語る会の意見交換の場はこれからも持ってほ
しいと思いますが、自治協議会の人達ばかりではなく、対話する層を考えてほしい。

③議会の勉強会や研修会等の成果、先進的な考えや計画、企画等
④伊賀市になって議会と市民の間が遠くなったように思う。市政に対する住民の声はかなり厳しいものがあるが、議会だ
よりからはそういったものはあまり感じられない。広く市民の声を聞き、本誌に掲載されたい。

⑤もっと分かりやすく、字を大きくしてもらいたい。今回は読みづらい（字が見にくい）。
⑥市町村合併による到達目標に対して議員の努力による達成度を報告してほしい。良かった点（市民にとってプラスにな
った点）、マイナス点を市民に知らせてほしい。

⑦常任委員会、特別委員会での審議テーマ状況を知りたい。委員長最終報告だけでは分かりにくい。平素からの経過説明
も分かると良い。市広報が月２回発行となったことは良い事と評価している。比べて、議会だよりは定例議会の結果だ
けではなく、全協などをはじめ、平常時、平素の生の姿をタイムリーに出してほしい。毎月くらいに。

● 議会だよりでどのようなことをお知りになりたいですか。（複数回答あり）

● あなたの現在の伊賀市議会議員に対しての満足度は

ア ン ケ ー ト 集 計 ※アンケート回収部数　139部

検討を行ってきました議会基本条例（案）の住民説明会を次のとおり開催します。
お越しいただき、ご意見をお聞かせください。 議会のあり方検討委員会

日　　時 会　　場 収容人数
11月11日（土）

11月13日（月）

11月17日（金）

11月21日（火）

11月24日（金）

11月25日（土）

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

午後7時～午後9時

ふるさと会館いが小ホール

阿山保健福祉センターホール

島ヶ原会館

青山福祉センター教養娯楽室

大山田産業振興センターどんぐりホール

ゆめぽりすセンター大会議室

100名

200名

150名

100名

120名

160名

①毎回読んでいる　92 ②年1～2回読んでいる　39

③見たことはあるが読んだことはない　7

①このままでいい　89 ②変えたほうがいい　34


